
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～ 換 気 を 徹 底 し ま し ょ う ～ 

発行元：地域包括ケア病棟“彩り”・リハビリ科・地域医療連携室 
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２０２２年 9月（第７6号） 

感染対策研修会のご報告 

～ 多数のご参加ありがとうございました ～ 

７月２１日（木）、ＩＣＴ主催による「感染対策研修会」が開催されました。地域の関係機関の

皆様、院内の職員併せて、約９０名の方がオンラインでご参加下さいました。司会進行は山口明

浩副院長、演者は大植Ｎｓ（感染管理認定看護師）です。 

研修会の冒頭、山口副院長からこの研修会を開催す

る意義などについて説明がありました。第７波が到来

したタイミングでの開催となったこともあり、いつも

に増し緊張感を持って説明を聴きましたが、オンライ

ンで参加された皆さんも同じような思いで聴かれてい

たのではないでしょうか。 

そして、大植Ｎｓより「コロナクラスター対応の経験をうけて～これからの備え～」と題した

講演がスタートしました。クラスターの発生要因、実際に経験したクラスターへの対応、これか

らの課題に分け、とてもわかりやすい説明で、皆様の日々の業務で実践できる内容だったのでは

ないでしょうか。また、急遽、プログラムにはなかった、オミクロン株 BA.5 と、多くの先生方が

届出されている外来感染対策向上加算に関する情報提供があり、盛り沢山の内容となりました。

オミクロン株 BA.5 の情報提供では、ワクチン接種の有効性の他、換気が大切であることを改めて

認識しました。質疑応答では、医師会の先生から、日々の診療で困っていることについてご質問

頂き、日々の通常診療に加え、いつ感染するかもしれないという緊張感を持ちながら発熱外来を

しておられる先生のご苦労が手に取るようにわかりました。１時間を少し超過しての閉会となり

ましたが、大変充実した研修会となりました。 

山口副院長が閉会の挨拶でも触れられていましたが、感染対策に関するご質問などがございま

したら、地域医療連携室（ti0001@yamashiro-hp.jp）までお寄せ頂きましたら幸いです。

ＩＣＴよりお返事させて頂きます。（地域医療連携室 室長 南出 弦） 

 

アンケートの実施を予定しています。 

～ 改めてご案内させて頂きます ～ 

平素は地域包括ケア病棟“彩り”へ患者様をご紹介頂き、誠にありがとうございます。今後の

参考にさせて頂くため、現在、ご紹介元である地域の関係機関の皆様を対象としたアンケートの

実施を検討しています。改めましてご案内させて頂きますので、忌憚のないご意見を頂きました

ら幸いです。 



 

 

 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域医療連携室より 

～ 令和４年度第１回 認定看護師セミナーのご報告～ 

７月２４日（日）、オンラインで、当院認定看護師主催の「認定看護

師セミナー」が開催されました。当日は地域医療連携室のスタッフも開

催の手伝いをさせて頂きました。院内からは看護師を中心に多数の参

加、院外からは調剤薬局の薬剤師やケアマネジャー、訪問看護師の皆様

がご参加下さり、日曜日の朝早くにも関わらず、院内外併せて１００名 

近くの方の参加となりました。 

岡上Ｎｓ（集中ケア認定看護師）の開会挨拶の後、岡上Ｎｓにより「看

護師のための検査値のみかた」と題した講演が始まりました。看護ケア

への活用として、基準値だけを覚えるのではなく、メカニズムを理解す

ることと、その検査値が患者の全身状態とどのように関係しているのか

を見極めることが重要との話があり、このことは物事の本質を理解する 

という点において様々なことに当てはまると思い、納得しました。続いて、小柳Ｎｓ（皮膚・排泄

ケア認定看護師）による「ストーマケアのきほんのき」と題した講演です。スライドには写真が沢

山盛り込まれていて、興味深く聴かせてもらいました。治療の経過でストーマを造設せざるを得な

い患者さんに寄り添った看護をされていることがよく理解できました。最後は、小山Ｎｓ（がん化

学療法看護認定看護師）による「がん薬物療法のきそと看護～症例を通じてセルフケアを学ぶ～（肺

がん編）」と題した講演です。話を聴きながら、認定看護師の専門性の高さに改めて気づかされまし

た。そして、がん患者さんにとって専門性が高い看護師が傍にいることが患者さんの安心に繋がる

んだろうと思いました。 

セミナーの最後、岡上Ｎｓから「ご自愛下さい」と書かれたスライド

が映され、コロナ禍でいろいろな苦労をされている皆さんに対して労い

の言葉があり、私自身も温かい気持ちになりました。そして、岡上Ｎｓ

の声かけにより、オンラインで参加されている方の多くがビデオを解除

してくださり、すかさず写真を撮らせて頂きました。また、会場には、 

橋本副部長、雨宮Ｎｓ、松本Ｎｓ、田尻Ｎｓも来られていて、皆さんがオンラインで参加されてい

る方々に手を振っておられる写真も撮らせていただきましたが、オンラインで参加下さった皆さん

も会場の皆さんも笑顔で映っておられ、とても良い瞬間になりました。この様子が当日の認定看護

師セミナーの成功を物語っているのではないでしょうか。 

次回は、１０月下旬に開催の予定です。引き続き、地域

の皆様におかれましては、ご参加頂きますようお願い致し

ます。次回開催時は、今よりも、コロナの感染状況が落ち

着いていることを願っています。それまで皆様、どうぞご

自愛下さい。（地域医療連携室 室長 南出 弦） 


